
令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇「自立と社会参加」

をめざし、児童生徒一

人ひとりの教育的ニ

ーズに対応した授業

を実践する。 

①児童生徒の実態

を踏まえ教科等の

横断的視点でねら

いを明確にした授

業を実施する。 

①指導案を工夫す

ることで、教員が教

科等の横断的な視

点と、ねらいの関係

性を意識し、捉えや

すくする。 

①教科等の横断的な

視点を意識して授業

づくりができたか。ま

た、ねらいは明確だっ

たか。 

〇自分も他者も大切

にし、共感的な人間関

係を育成する教育活

動を実践する。 

②児童生徒同士の

かかわりあいを促

進し、学びを深める

授業を展開する。 

②授業の中で、児童

生徒がお互いにか

かわりあい、学びを

深める場面を明確

化して、授業実践を

行う。 

 

②かかわりあい、学び

を深める場面を取り

入れた授業づくりが

できたか。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

〇一人ひとりの教育

的ニーズを捉え、根拠

に基づいた組織的な

指導・支援の充実を図

る。 

①行動観察による

見立てとアセスメ

ントとの関連付け

について理解を深

め、チームアプロー

チを意識した支援

体制をつくる。 

①研修等を設定し、

アセスメントの有

効活用について理

解を深めるととも

に、専門職の活用を

通してチームとし

ての支援を意識す

る。 

②アセスメントを指

導に役立てるととも

に、専門職の意見など

を活用したチームと

してのアプローチが

できたか。 

〇教育活動全体で人

権尊重の視点に立ち

児童・生徒が安全で安

心して過ごせる学校

づくりに取り組む。 

 

 

②教員による適切

な配慮のもと、児

童・生徒が互いの個

性を尊重し、人権が

尊重される学級づ

くりをする。 

②合理的配慮や、さ

ん付け呼称等の徹

底について定期的

に確認する機会を

設け、人権が尊重さ

れる学級づくりを

する。 

②適切な配慮を意識

し、人権を尊重した学

習活動がなされたか。 

アンケート結果 80％

を達成できたか。 

３ 進路指導・支援 

〇キャリア教育の視

点をもち、児童・生徒

が地域で豊かに暮ら

し、働くことを見据え

た教育活動を展開す

る。 

①小学部から高等

部までの系統的な

キャリア教育の充

実を図り、育成した

い力を明確にした

学習活動を展開す

る。 

①キャリアパスポ

ートを有効的に活

用し、児童生徒一人

一人の自分らしい

生き方を意識して

学習活動のねらい

の明確化を図る。 

①キャリアパスポー

トを活用して、系統性

を確認した上で、育成

したい力を明確にし

た学習活動が行えた

か。 

〇児童生徒のニーズ

や適性に応じた、自己

選択・自己決定のため

の継続した指導・支援

に取り組む。 

 

 

 

②児童生徒の状況

を踏まえつつ、卒業

後の仕事や暮らし

に関係する学習内

容を幅広く具体的

に設定し、興味や関

心を広げる。 

②ゲストティーチ

ャーや、卒業生、卒

業後の進路先等と

連携し、講話や体験

活動を主とした学

習内容を取り入れ、

興味関心を広げる。 

②外部機関と連携し、

講話や体験活動を取

り入れ、児童生徒の興

味関心を広げる学習

活動ができたか。アン

ケート結果 80％を達

成できたか。 

  



 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

４ 地域等との協働 

〇学校コンサルテー

ションを基盤とした

センター的機能の充

実を図り、校内・地域

におけるインクルー

シブな学校づくりを

推進する。 

①交流及び共同学

習の内容の充実を

図り、学校間交流や

居住地交流などの

取組の意義につい

て、地域へ理解を広

げる。 

①交流及び共同学

習の場を創出する。

ねらいや位置づけ

の明確化を図ると

ともに、出前授業な

どを通して理解啓

発する。 

①交流及び共同場の

創出ができたか。ねら

いや位置づけが明確

であったか。交流及び

共同学習の取組の意

義を地域へ伝えたか。 

②ホームページに

加えて、近隣自治会

の回覧を充実させ、

地域の方が来校で

きる機会を設定す

る。 

②ホームページや

広報誌の内容を充

実させ、周知すると

ともに、地域の方が

来校できる場を計

画する。 

②地域への広報を充

実させることができ

たか。地域の方の来校

の機会を増やすこと

ができたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な教育環

境の整備に取り組む。 

①PTA と連携した防

災研修や訓練等を

行い、学校と家庭が

連携した安全体制

について継続的に

改善を図る。 

①PTA と連携した防

災研修や訓練の実

施に向けた連絡調

整を密に行い、実施

する。防災備品の管

理を徹底し、緊急時

に備える。 

①PTA と連携した防

災研研修や訓練を実

施し、成果を上げるこ

とができたか。防災備

品の管理徹底が改善

されたか。 

〇教職員の資質・指導

力・専門性の向上を目

指し、人材育成と不祥

事防止に重点をおき、

信頼と期待に応える

学校運営と組織づく

りを行う。 

②教員が自らのキ

ャリアステージに

応じてより高い段

階に向かうために、

主体的に学べる職

場環境の充実を図

る。 

②授業体制の見直

しや業務改善を勧

め、主体的に学ぶた

めの時間の確保に

努めるとともに、研

修機会の周知徹底

を行う。 

②新しい研修体系に

ついて理解でき、主体

的に活用できたか。 

〇組織的な業務の効

率化を図る。 

③業務支援チーム

に各チームの仕事

を切り出して業務

のスリム化を図り、

子どもと向き合う

時間を確保する。 

③教員の働き方改

革に関するアンケ

ートを行うととも

に、各チームで業務

削減案や支援チー

ムへの業務の切り

出しを進める。 

③アンケート結果を

業務改善に反映でき

たか。各チームの業務

を切り出し、削減でき

たか。アンケート結果

80％を達成できたか。 

 


